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▼
「
何
度
で
も
言
い
ま
す
。人

が
死
ん
で
か
ら
で
は
遅
い
の
で

す
」「
確
実
に
過
労
死
が
増
え
る

制
度
で
す
」「
労
働
者
の
未
来
を

奪
う
働
か
せ
方
で
す
」。▼
働
き

方
改
革
一
活
法
案
、与
党
は
衆

院
で
強
行
採
決
を
狙
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
危
惧
を
抱
い
た
全
国
過

労
死
を
考
え
る
家
族
の
会
や
労

働
弁
護
団
な
ど
３
団
体
が
、５

月
16
日
緊
急
共
同
声
明
「
労
働

時
間
規
制
を
破
壊
し
働
か
せ
放

題
の
『
高
プ
ロ
』導
入
に
反
対
す

る
」の
発
表
と
記
者
会
見
を
行

い
、遺
族
の
方
々
か
ら
口
々
に

冒
頭
の
訴
え
が
あ
っ
た
。▼
政

府
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。一
番
は

国
民
の
生
命
を
守
る
こ
と
。安

倍
首
相
は
口
で
は
生
命
及
び
財

産
を
守
る
と
言
う
。し
か
し
、安

倍
働
き
方
改
革
で
は
人
命
を
守

れ
な
い
の
は
明
ら
か
で
、人
命

よ
り
企
業
の
利
益
を
優
先
さ
せ

て
い
る
。▼
ギ
ャ
ン
ブ
ル
法
を

進
め
る
た
め
に
依
存
症
対
策
法

を
作
る
と
言
う
が
、ギ
ャ
ン
ブ

ル
法
を
廃
止
す
れ
ば
済
む
こ
と
。

お
か
し
く
な
い
か
？
▼
国
会
で

の
安
倍
政
権
の
手
口
は
、十
分

な
審
議
を
尽
く
さ
ず
、国
民
の

声
を
無
視
し
て
、強
行
採
決
、そ

し
て
毎
度
の
「
今
後
丁
寧
に
説

明
し
て
い
く
」、こ
れ
で
何
度
悪

法
を
作
っ
て
き
た
こ
と
か
。▼

被
災
地
で
懸
命
に
働
く
自
衛
隊

を
認
知
と
言
い
な
が
ら
一
方
で

戦
闘
地
域
に
自
衛
隊
を
平
気
で

送
り
出
す
。戦
闘
地
域
で
は
な

い
と
ウ
ソ
を
つ
く
。日
報
隠
し

は
そ
の
た
め
。ウ
ソ
は
こ
と
ご

と
く
否
定
さ
れ
て
も
ウ
ソ
を
重

ね
る
。精
神
科
で
調
べ
て
も
ら

う
し
か
な
い
の
か
？　
　
（
今
）

憲
法
記
念
日
集
会

安
倍
改
憲
NO
！
一
三
五
〇
万
筆

　

安
倍
首
相
は
５
月
３
日
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
総
裁
の
立
場

で
改
憲
団
体
の
集
会
に
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
昨
年
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
「
大
変
議

論
が
深
ま
っ
て
き
た
」
と
し
、

「
憲
法
に
自
衛
隊
を
明
記
し
、

違
憲
論
争
に
終
止
符
を
打
た
な

　

県
９
条
の
会
や
県
労
連
・
青

森
ペ
ン
ク
ラ
ブ
等
11
団
体
は
、

安
倍
内
閣
を
退
陣
に
追
い
込
む

た
め
に
、
毎
週
金
曜
日
に
３
回

に
わ
た
っ
て
「
安
倍
内
閣
退

陣
！
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」
青
森

市
民
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
は
５
月
18
日
、
青
い

森
公
園
で
開
催
、
豪
雨
の
中
、

市
民
な
ど
43
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
を
代
表
し
て
、
県

労
連
の
今
正
則
副
議
長
が
発
言
、

戦
後
文
部
省
が
中
学
生
用
に
つ

く
っ
た
「
新
し
い
憲
法
の
話
」

に
ふ
れ
、
戦
争
法
や
秘
密
保
護

法
、
共
謀
罪
は
平
和
主
義
に
反

し
、
憲
法
違
反
で
あ
る
と
強
調

し
ま
し
た
。
雨
の
た
め
デ
モ
行

進
は
中
止
、
そ
の
場
で
「
安
倍

内
閣
退
陣
」
「
安
倍
改
憲
反

対
」
な
ど
を
唱
和
し
ま
し
た
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
あ
く

ま
で
改
憲
を
強
行
し
よ
う
と
執

念
を
見
せ
て
い
ま
す
。
森
友
・

加
計
疑
惑
隠
し
、
自
衛
隊
の
日

報
隠
ぺ
い
・
暴
言
、
事
務
次

官
の
セ
ク
ハ
ラ
等
々
に
よ
り

内
閣
支
持
率
が
急
落
し
ま
し

た
。
国
会
内
外
の
市
民
と
野
党

の
共
闘
と
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！八

戸
市
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

葛
西
弁
護
士
に
よ
る
講
演
会

青
森
集
会
に
三
〇
〇
名

5
／
18
安
倍
退
陣
集
会

第
11
回
大
間
原
発
反
対

現
地
集
会

青
森
駅
前
の
金
曜
日
行
動

戸
山
団
地
の
署
名
行
動

大
雨
の
中

安
倍
退
陣
集
会

毎
週
の

署
名
行
動

金
曜
日
行
動

三
〇
〇
回
に

建
設
中
止
、核
燃
サ
イ
ク
ル
撤

退
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
、八
戸
市
、十
和
田

市
、む
つ
市
、弘
前
市
、五
所
川

原
市
で
も
金
曜
日
行
動
が
継
続

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

３
０
０
０
万
署
名
で
安
倍
内
閣

を
退
陣
に
追
い
込
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

憲
法
記
念
日
の
３
日
、
東
京

で
開
催
さ
れ
た
憲
法
集
会
に
昨

年
を
上
回
る
６
万
人
が
結
集
、

野
党
４
党
も
参
加
、
「
安
倍
改

憲
Ｎ
Ｏ
！
」
「
安
倍
内
閣
退

陣
！
」
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

５
月
４
日
、青
森
市
の
駅
前

公
園
で
、「
原
発
な
く
そ
う
！
核

燃
い
ら
な
い
！
あ
お
も
り
金
曜

日
行
動
」が
実
施
さ
れ
、市
民

な
ど
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
福
島
原
発
事
故
の
悲
劇

を
繰
り
返
さ
せ
な
い
思
い
か
ら

青
森
市
の
「
金
曜
日
行
動
」は
、

２
０
１
２
年
の
８
月
10
日
か
ら

開
始
さ
れ
３
０
０
回
を
迎
え
ま

し
た
。肌
寒
い
中
、１
時
間
に
わ

た
っ
て
参
加
者
は
各
々
の
思
い

を
ス
ピ
ー
チ
し
た
後
、30
分
間

の
デ
モ
を
実
施
、市
民
に
東
通

原
発
再
稼
働
反
対
、大
間
原
発

　

こ
の
集
会
で
は
全
国
で
展
開

さ
れ
て
い
る
３
０
０
０
万
署
名

が
１
３
５
０
万
筆
に
達
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
３
０
０
０
万
署
名

達
成
の
た
め
最
後
ま
で
奮
闘
す

る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
で
は
青
森
市
で
開
催
さ
れ

た
憲
法
市
民
集
会
に
３
０
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
弘
前
集
会

に
は
87
名
、
八
戸
市
の
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
は
40
名
が
参
加
、

市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法

を
生
か
す
署
名
（
３
０
０
０
万

署
名
）
は
、
全
国
各
地
で
精
力

的
に
展
開
さ
れ
、
全
国
集
計
で

１
３
５
０
万
筆
に
到
達
し
た
と

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
青
森
県
は

４
月
末
現
在
で
５
万
８
千
筆
で

し
た
が
、
そ
の
後
県
生
活
協
同

組
合
連
合
会(

県
生
協
連)

か
ら

約
１
万
２
千
筆
の
署
名
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
の

30
万
の
目
標
に
ほ
ど
遠
く
、
６

月
７
日
の
国
会
提
出
ま
で
職

場
・
地
域
で
の
い
っ
そ
う
の
署

名
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

４
月
26
日
、
憲
法
ネ
ッ
ト
や

共
産
党
、
社
民
党
な
ど
が
参
加

す
る
「
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
東
青

の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
地
域
署

名
な
ど
で
協
力
し
な
が
ら
署
名

を
推
進
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

憲
法
ネ
ッ
ト
は
５
月
13
日
、

14
名
が
参
加
し
て
県
営
戸
山
団

地
で
署
名
行
動
を
展
開
し
ま
し

た
。
２
人
１
組
で
２
５
０
軒
を

訪
問
、
日
曜
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
留
守
が
多
く
、
約
１
時
間
の

行
動
で
51
筆
の
集
約
で
し
た
。

５
月
19
日
、
５
月
27
日
に
も
同

じ
戸
山
団
地
に
入
っ
て
行
動
し

ま
し
た
。
19
日
に
は
11
人
が
参

加
し
て
50
筆
を
あ
つ
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
反
応
は
良
く

６
〜
７
割
が
署
名
に
応
じ
て
く

れ
ま
し
た
。　

全労連共済

 
県労連新聞に掲載する際は 
８０％に縮小してご使用ください。 

生命・医療・火災・自動車・・・

労働組合の助け合い共済。

民間保険と違い、営利目的ではない。

だから、「小さな掛金」で「大きな保障」が実現。

問い合わせは県労連に ☎

と
　
き

７
月
15
日（
日
）12
時

と
こ
ろ

大
間
町
・
大
間
原
発
に
反

対
す
る
地
主
の
会
所
有
地

　

青
森
市
は
バ
ス
３
台
、

弘
前
市
バ
ス
１
台
、
西
北

バ
ス
１
台
で
参
加
予
定
。
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他
県
か
ら
転
任
者

が
き
て
さ
っ
そ
く
若
手
で
飲
み

会
を
し
て
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。（
吉
田

舞
人
・
全
労
働
）

咲
い
た
桜

も
き
れ
い
で
す
が
、
散
っ
て
い

く
桜
も
き
れ
い
で
す
。
で
も
、

今
の
政
権
は
汚
い
で
す
。
早
く

散
っ
て
欲
し
い
で
す
。（
工
藤

ふ
み
・
県
教
組
）

突
然
左
耳
に
異
常

を
感
じ
、
耳
鼻
科
へ
駆
け
込
み

ま
し
た
。「
突
発
性
難
聴
」
と

の
こ
と
。
太
宰
治
の
「
走
れ
メ

ロ
ス
」
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら

ば
、
ま
さ
に
「
降
っ
て
わ
い
た

災
難
」
で
あ
る
。（
都
谷
森
孝

子
・
年
金
者
組
合
）

打
倒
�
退
陣

を
訴
え
続
け
て
、
約
６
年
。
疲

労
感
、
徒
労
感
は
も
ち
ろ
ん
あ

る
。
し
か
し
、
手
を
ゆ
る
め
る

こ
と
な
く
、
国
民
に
真
実
を
訴

え
て
何
と
し
て
も
鳥
頭
の
ア
ベ

を
倒
し
た
い
。（
長
内
一
・
建

交
労
）

こ
の
と
こ
ろ
実
家

の
荷
物
整
理
に
忙
し
く
、
併
せ

て
我
が
家
の
整
理
も
す
る
こ
と

に
・
・
・
昔
の
写
真
を
見
て
い

る
と
、
な
つ
か
し
く
つ
い
つ
い

時
間
が
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

不
要
な
品
も
思
い
切
っ
て
片
付

け
な
く
て
は
。（
松
島
恵
美
子
・

月
２
回
の
労
働
法
制
街
宣

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の
最
賃
デ
ー

90
名
が
参
加
し
た
三
沢
集
会 内

各
地
か
ら
90
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
主
催
は
、
県
平
和
委
員

会
・
上
十
三
平
和
委
員
会
・
憲

法
ネ
ッ
ト
の
３
団
体
で
す
。

　

５
月
20
日
、
三
沢
市
中
央
公

園
で
「
オ
ス
プ
レ
イ
来
る
な
・

Ｆ
16
撤
去
・
基
地
強
化
反
対
！

三
沢
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
県

年
金
者
組
合
）

退
職
し
９
回
目

の
春
を
迎
え
ま
し
た
。〝
仕
事

に
追
わ
れ
る
毎
日
〞
か
ら
〝
の

ん
び
り
で
き
る
生
活
〞
に
代
わ

っ
た
の
に
、
１
年
は
「
あ
っ
」

と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
ま
す
。

春
の
草
花
を
見
て
回
る
計
画
を

し
っ
か
り
立
て
ね
ば
・
・
・
と

思
う
こ
の
頃
で
す
。（
成
田
美

貴
子
・
年
金
者
組
合
家
族
）

ド
ラ
ム
を
居
間

に
置
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の

食
い
つ
き
は
ま
ず
ま
ず
…
い
つ

の
日
か
家
族
バ
ン
ド
結
成
な
る

か
？
（
玉
熊
律
郎
・
民
医
労
）

今
年
も
雪
が
降
り
ま
し
た

去
年
よ
り
は
多
い
け
れ
ど
、
一

昨
年
よ
り
は
少
な
い
で
す
ね
。

（
中
村
龍
平
・
建
交
労
）

　

安
倍
政
権
は
、
「
働
き
方
改

革
一
括
法
案
」
を
強
行
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
最
大
の
問
題

は
、
過
労
死
を
促
進
す
る
「
高

度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度

「
高
プ
ロ
」
は
６
野
党
や
連
合

も
撤
回
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

「
残
業
上
限
規
制
」
と
言
っ

て
い
ま
す
が
、
「
特
例
」
と
し

て
月
１
０
０
時
間
未
満
、
年
間

９
６
０
時
間
の
時
間
外
労
働
を

認
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ト

ラ
ッ
ク
運
転
手
、
建
設
労
働

者
、
医
師
は
５
年
間
猶
予
な
ど

過
労
死
容
認
法
案
で
す
。
ま

た
、
「
同
一
労
働
、
同
一
賃

金
」
を
目
玉
に
し
て
い
ま
す

が
、
法
案
に
は
そ
の
文
言
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

全
国
過
労
死
を
考
え
る
会
や

オ
ス
プ
レ
イ
来
る
な・Ｆ
16
撤
去・

基
地
強
化
反
対
！　
三
沢
集
会

民
主
商
工
会
の
豊
川
英
美
事
務

局
長
と
奥
本
菜
保
巳
元
三
沢
市

議
が
発
言
、
Ｆ
16
戦
闘
機
の
燃

料
タ
ン
ク
投
棄
に
よ
る
被
害
の

早
期
賠
償
と
夜
間
飛
行
訓
練
の

中
止
を
訴
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
①
Ｆ
16
撤
去
と

夜
間
飛
行
訓
練
の
中
止
②
Ｆ
35

ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
と
グ
ロ
ー
バ

ル
ホ
ー
ク
配
備
反
対
③
天
ケ
森

第331回
クロスワード
パズル

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
７
月
15
日

●
発
表
＝
８
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第

331
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
水
無
月
の
こ
と
で
す

④
薬
や
食
品
の
濃
縮
液

⑦
頭
隠
し
て
…
…
隠
さ
ず

⑧
お
そ
ろ
い
の
運
動
服

⑩
聖
徳
太
子
が
法
隆
寺
を
建
立

し
た
の
は
…
…
時
代

⑫
大
勢
。
…
…
集
心
理

⑬
ボ
ク
サ
ー
が
選
手
権
を
か
け

た
…
…
マ
ッ
チ

⑮
柱
の
…
…
。
玉
に
…
…

⑯
…
…
ま
ね
。
…
…
知
恵

⑰
駅
・
駒
・
駐
の
漢
字
に
共
通

す
る
偏
は
？

⑲
ひ
よ
っ
子
の
こ
と
で
す

⑳
…
…
っ
子
。
弱
い
者
…
…

㉒
佐
藤
錦
と
か
紅
秀
峰
は
？

㉕
船
の
大
き
さ
を
表
す
単
位

㉖
眠
っ
て
い
る
と
き
の
雑
音

㉗
火
事
な
ど
見
に
集
ま
る
人

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の
開
催
国

②
水
晶
。
英
語
で
は
？

③
傘
の
出
番
が
多
い
季
節

④
幼
児
向
け
の
本

⑤
鍵
。
…
…
ホ
ル
ダ
ー

⑥
物
事
が
す
ら
す
ら
と
…
…

に
運
ぶ

⑨
人
や
馬
が
荷
物
を
運
ぶ
車

⑪
日
本
…
…
。
瀬
戸
内
…
…

⑭
金
品
が
盗
ま
れ
ま
し
た

⑮
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
日
本
語
で

言
う
と
？

⑯
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
な
ど

⑱
家
の
境
目
に
作
り
ま
す

⑲
宴
会
終
了
。
お
…
…
で
す

㉑
シ
ナ
チ
ク
と
も
言
い
ま
す

㉓
真
珠
の
…
…
飾
り

㉔
小
さ
い
火
事

第
329
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
ハ
ル
ラ
ン
マ
ン

《
当
選
者
》
10
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。

工
藤
ふ
み
（
県
教
組
）

成
田
美
貴
子
（
年
金
者
組
合

家
族
）

松
島
恵
美
子（
年
金
者
組
合
）

玉
熊
律
郎
（
民
医
労
）

加
福
重
治
（
年
金
者
組
合
）

　

最
低
賃
金
を
「
時
給
千
円
以

上
に
引
上
げ
よ
う
」
と
、
５
月

15
日
、
青
森
市
さ
く
ら
野
デ
パ

ー
ト
前
で
宣
伝
署
名
行
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

毎
月
15
日
は
全
国
一
斉
の

「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
デ
ー

（
人
並
み
の
仕
事
を
）
」
の
行

動
日
で
す
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ

の
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー

ド
店
で
賃
金
引
上
げ

を
求
め
て
一
斉
に
行

動
し
、
時
給
10
ド
ル

以
上
の
大
幅
引
上
げ

を
勝
ち
取
っ
た
事
を

記
念
し
て
世
界
的
行

動
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

　

青
森
県
の
最
低
賃

金
は
時
給
７
３
８
円

で
月
12
万
円
程
、
一

人
暮
ら
し
は
困
難
で
す
。
東
京

は
９
５
８
円
で
月
15
万
円
程
で

す
か
ら
、
青
森
か
ら
賃
金
の
高

い
東
京
な
ど
へ
若
者
が
流
出
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
全
国
一

律
、
千
円
以
上
を
求
め
、
青
森

県
に
人
が
留
ま
る
事
を
願
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
30
年

間
で
、
自
治
体
が
消
滅
す
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
青
森
で

子
育
て
で
き
る
賃
金
に
、
最
低

賃
金
を
引
上
げ
る
べ
き
で
す
。

　

主
催
者
を
代
表
し

て
谷
崎
嘉
治
・
憲
法

ネ
ッ
ト
代
表
委
員
が

あ
い
さ
つ
、「
ド
イ

ツ
・
イ
タ
リ
ア
で
は
、

米
軍
の
低
空
飛
行
訓

練
は
政
府
の
許
可
が

必
要
な
の
に
、
日
本

で
は
日
米
地
位
協
定

で
特
例
扱
い
」
と
な

っ
て
い
る
と
痛
烈
に

批
判
し
ま
し
た
。

　

地
元
か
ら
上
十
三

射
爆
撃
場
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
の

実
弾
演
習
中
止
④
低
空
飛
行
訓

練
中
止
、
を
求
め
る
集
会
決
議

を
採
択
し
、
市
内
を
デ
モ
行
進
、

市
民
に
三
沢
基
地
強
化
反
対
の

運
動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

デ
モ
行
進
終
点
の
米
軍
基
地

正
面
で
、
基
地
に
向
か
っ
て
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
ま
し

た
。

（
高
プ
ロ
）
」
の
創
設
で

す
。
そ
の
問
題
点
は
、
①

労
働
時
間
に
制
限
が
な
い

ー
一
日
24
時
間
・
48
日
連

続
労
働
も
可
②
深
夜
勤

務
・
休
日
労
働
な
ど
の

割
増
し
賃
金
は
除
外
③

年
収
１
０
７
５
万
円
を

４
０
０
万
円
に
引
き
下
げ

（
経
団
連
の
要
求
）
等
、

究
極
の
「
残
業
代
ゼ
ロ
法

案
」
「
過
労
死
促
進
法

案
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
弁
連
は
反
対
の
声
明
を
発

表
、
各
種
世
論
調
査
で
も
約
６

割
が
今
国
会
で
成
立
さ
せ
る
べ

き
で
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
県

労
働
法
制
改
悪
反
対
連
絡
会
は

月
２
回
の
街
宣
・
署
名
活
動
を

継
続
し
て
い
ま
す
。　

労
働
法
制
を

強
行
す
る
な
！

生
活
で
き
る

最
賃
を


